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⽣活機能サービスに関する意⾒



⽣活機能とサービスに関する意⾒
移動（屋外歩⾏）

移動（⾞いすの使⽤）



⽣活機能とサービスに関する意⾒
栄養食⽣活

食事⾏為

要介護状態の改善・重症化予防の観点から、低栄養に関連する要因として考え
られる食事⾏為、総合的な栄養状態を評価する。

現在の栄養状態



⽣活機能とサービスに関する意⾒

現在あるかまたは今後発⽣の可能性の高い状態とその対処⽅針

・現在または今後概ね６ヶ月以内に発⽣する可能性が高い状態があればレ点をつ  
 ける。
・具体的な状態と緊急時も含めた対応⽅針について要点を記入する。

サービス利⽤による⽣活機能の維持・改善の⾒通し
現在の状態から、概ね３ヶ月から６ヶ月間、申請者が介護保険によるサービス
（予防給付等によるサービスを含む）やその他の高齢者に対するサービスを利
⽤した場合に、どの程度⽣活機能の維持・改善の⾒通しについて該当する箇所
にレ点をつける。
※傷病の症状としての⾒通しではなく、⽣活機能の維持・改善がどの程度期待
できるかに留意する。


